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事例 作業 事故 処置 防止策等 備考

１
試薬棚の水酸化ナトリウム溶液の試薬
びんを取るときに、ゴム栓を持って取っ
た。

試薬びんが落下して、溶液が飛び散り、
目に入った。

水道水を緩やかに出し、素早く洗眼し、
病院へ。

試薬びんは栓を持たずに、必ずびんを
しっかり持つ。

保護メガネの着用

２
ドラフト内で水蒸気蒸溜中、近くにあっ
た廃液を捨てた。

廃液はアルコール溶液であったため、ガ
スバーナーの炎が引火。

量が尐なく、ドラフト内であったため、放
置し、ガスの元栓を切った。間もなく鎮
火。

廃液は、放置せず、指定された廃液溜
に直ちに捨てる。

３
アニリンを直火で蒸溜中、温度計が落
下。

温度計がフラスコの底を破損し発火。 炭酸ガス消化器で消火。
コルク栓に温度計を通すときは、穴は小
さめに開ける。

４
粒状水酸化ナトリウムを取り扱っていると
き、皮膚に付着した。

尐量だったので、気付かずに赤くただれ
た。

水道水を緩やかに出し、洗い流した後、
病院へ。

試薬を取り扱うときは慎重に行い、もし
皮膚などに付着した場合は、速やかに
十分な量の水道水で洗い流す。

作業着に付いた場合も
同様。服に穴が空いた
り、浸透して皮膚に付
着するおそれ有り。

５
金属ナトリウムを小さく切って、水との反
応を観察。

金属ナトリウムの切れ端(微小片)が流し
に落ちて反応。

反応が終わるまで放置。
金属ナトリウムを切るときは、大きめのろ
紙上でおこなう。

予想しない事が起こる
とあわてる。

６
メスシリンダーを用いて、溶媒を量り取る
作業を行っていた。

メスシリンダーが転倒しそうになったので、あ
わててメスシリンダーをつかもうとしたが、転
倒破損したときにメスシリンダーをつかんでし
まった。人差し指の腱を切断。

指が動かなくなったので、止血を行い、
直ちに病院へ行った(腱が切断されてい
た)。

実験台の上は、常に整理整頓しておく。
転倒しやすいガラス器具はもちろんのこ
と、器具類は実験台の端に置かない。

７
温度計をゴム栓(コルク栓)に通す作業を
行っていた。

温度計が折れて指を切った。
流水で血液を洗い流し、切り傷にガラス
片が入っていないか確認してから止血。

棒状のガラス管を栓に通すときは、尐量
の水でガラスと栓をぬらし、ガラスの根
元をもって尐しずつ差し込んでいく。

生徒実験でよく起こる
事故。破損したガラス
片の処分にも注意。

８
水素化リチウムアルミニウムに有機溶媒
を入れるところ、誤って希硫酸を入れて
しまった。

爆発を起こし、フラスコが破裂。
マントルヒーターを使用していたので、
ガラスは上部に吹き飛びケガはなかっ
た。

試薬を混合するときは、十分確認を行っ
て慎重に行う。

９
有機溶媒を硫酸ナトリウムで乾燥。使用
後の硫酸ナトリウムを湯沸かし器の近く
のくず入れに捨てた。

硫酸ナトリウムに残っている有機溶媒
に、湯沸かし器の火が引火。

湯沸かし器を消した。流しの近くだった
ので、くずかごごと流しに置き、大量の
水で消火。

有機溶媒を取り扱うときは、火気を近づ
けない。

１０ 濃硝酸で銅を溶解。
銅粉を用いたため、反応が急激に起こ
り、溶液が試験管の口からあふれ出た。

試験管立てに試験管を立てていたの
で、反応が終わるまで放置。

反応物質の表面積を大きくとると、反応
速度が上がるので、使用する形状を考
慮する。
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１１ 洗びんで器具の洗浄を行っていた。
洗びんにはアルコールが入っており、飛
び散った洗液に近くのガスバーナーの
炎が引火。

液量が尐量だったので、近くに燃え移る
ものがないか確認して、燃え終わるまで
放置。

洗びんの取り扱いを事前によく指導す
る。洗びん内の液は純水であるとは限ら
ない。

洗びんといえども取り
扱いには十分注意を
要する。

１２ 混酸に脱脂綿を浸し、硝化綿を作製。

反応させる量が多かったので、過熱状
態となりビーカー内で発火。また、反応
混合物が実験台の広範囲に飛び散っ
た。また、部屋中にＮＯ2ガスが充満。

ビーカーは時計皿でふたをして消火。ま
た、窓を開けて換気を行った。

事前に、実際の操作事例を多く調査。ス
ケールアップするときは特に注意する。

１３
ホールピペットに安全ピペッターを取り
付ける作業を行っていた。

ホールピペットの上部が破損。
安全ピペッターから破損したガラスを取
り除いた。ケガはなかった。

ホールピペットは尐しずつ安全ピペッ
ターに差し込んでいく。抜くときは安全ピ
ペッターを左右に振りながら抜かない。

破損したガラス器具を
処分する際も注意を怠
らない。

１４
安全ピペッターを装着したホールピペッ
トを用いて溶液をとった。

誤って安全ピペッター内に溶液が入っ
た。

安全ピペッターを取り外し、入った溶液を空
気取り入れ口より排出した。さらに、尐量の
純水を安全ピペッター内に入れ空気取り入
れ口より排出する操作を数回繰り返した。

ホールピペットの先は、採取溶液にしっ
かりつける。

溶液が入ったまま放置する
と、滴定で不純物が混入す
るおそれがある。また、安全
ピペッターのゴムが劣化す
る。

１５ ホールピペットで溶液をとった。 誤って口に溶液が入った。 直ちに、水道水で口をよくすすいだ。
ホールピペットの先は、採取溶液にしっ
かりつける。

危険性が高い溶液をと
る場合は、安全ピペッ
ターを用いる。

１６
デシケーターのふたを開け、ふたを机の
上に置いた。

安定が悪く、転がって床に落下し、ふた
が割れた。

まずケガがなかったか確認。大きなガラ
ス片を拾い集めたのち、ほうきでガラス
小片を掃き集めた。

ふたを開けて、机の上等に置くときは、
なるべく中央部に置き、転がらないことを
確認する。

１７ デシケーターを持ち運んでいた。 ふたがずり落ちて、床で破損。
まずケガがなかったか確認。大きなガラ
ス片を拾い集めたのち、ほうきでガラス
小片を掃き集めた。

デシケーターのふたの部分にワセリンを塗りすぎ
ない。また、ワセリン不足、気温(温度)上昇により
接着力が弱くなるので、移動させるときは、本体と
ふたをしっかりつかんで持ち運ぶ。

１８
２Lの四ツ口を用いて、透明セッケンを
製造するため、水酸化ナトリウム溶液を
滴下していた。

温度が急上昇して、反応混合液が吹き
こぼれた。

直ちに、撹拌モーター、マントルヒー
ターの電源を切り、装置を分解してこぼ
れた反応混合溶液を拭き取った。

どのような化学反応が起こるのか事前に
よく調べておく。試薬は撹拌しながら様
子を見ながら慎重にゆっくり混合する。

１９

２Lの四ツ口を用いて、透明セッケンを
製造するため、ショ糖溶液を滴下後、ス
ライダックの電圧を上げて溶液温度を８
０℃まで上昇させようとしていた。

温度上昇が緩やかだったので、温度監
視を行わずに、場所を離れていた。温
度が上昇しすぎ、突沸が起こって反応
混合液が吹きとんだ。

直ちに、撹拌モーター、マントルヒー
ターの電源を切り、装置を分解してこぼ
れた反応混合溶液を拭き取った。

実験からは、目を離さない。スライダックの電圧と
マントルヒーター及び反応器の温度には十分注
意を払う。温度が上がりすぎた場合は、マントル
ヒーターを反応器から離す。

２０
ガラス管やガラス棒をガスバーナーで加
熱し、ガラス細工を行っていた。

放冷中、加熱部分のガラスが赤くなく
なったので、手でさわり火傷をした。

直ちに、水道水を緩やかに出し、火傷し
た箇所を冷やした。

ガラス細工では、加熱中はもちろんのこ
と、放冷中も火傷には注意をする。ガラ
スは熱伝導が悪い。

生徒実験で最もよく起
こる事故のひとつ。軽
い火傷は直ちに良く冷
やすことが大切。

デシケーターのガラス
は厚いので、破損した
とき大けがをすることが
ある。事前に取り扱い
について十分な指導
が必要。

事前に実験の内容を
十分把握する。スケー
ルの大小で反応の進
み具合が異なることに
も留意する必要があ
る。
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２１ ヤスリを使って、ガラスを切断していた。
ヤスリでつけたキズの部分で切断でき
ず、指を切った。

傷口を緩やかに出した水道水で十分洗
い流した。ガラスが傷口に入っていない
ことを確認した後、救急絆創膏を貼っ
た。

ヤスリでガラスにキズをつけるときは、鋭
くつける。キズを外側に向け、回し折るよ
うな感じで切断する。

２２ 酸塩基の薬品を取り扱っていた。
気付かないうちに、薬品が手に付いてい
て、その手で汗を拭い、顔がひりひりし
た。

まず手を次に顔を水道水で十分に洗っ
た。

手洗いは励行する。実験後は特に念入
りに行う。

２３ 水の蒸溜実験を行っていた。

沸騰石を入れたにもかかわらず突沸し、
試料が冷却管まで勢いよく流れ込んだ。
幸い装置外に試料が飛び散らずケガに
は至らなかった。

ガスバーナーの元栓を切った後、ガス
バーナーをフラスコの下より引き出し、ガ
ス調節ネジと空気調節ネジを閉じた。

沸騰石は再使用しない。また、蒸溜を行
うときは、徐々に温度を上げる。

２４
試験管内の試料を直火で加熱してい
た。

突沸が起こり、液が向かい側にいた生
徒の作業着にかかった。

作業着を脱がせ、液が皮膚に付着して
いないかを確認した。

試験管の口は人のいる方へ向けない。
また、衣服に薬品が付着したときは、直
ちに服を脱がせ、良く洗う。

２５
暑い日に酢酸エチルの製造を行ってい
た。

実験中に、気分が悪くなった。
生徒を実習室から退出させ、風通しの
良い涼しい場所に移動させた。

実験中の換気には、常に注意を払う。特
に揮発性の高い物質や有毒ガスが発生
する実験では注意する。


